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品川区教育委員会会議記録 

 

平成２０年 第３回 定例会 

 

場 所     教育委員室 

期 日     平成２０年２月２６日 

開 会     午後２時００分 

閉 会     午後４時３０分 

 

出席委員 

委  員  長  細川 珠生  

委員長職務代理者  徳岡 壽夫  

委     員  安尾 久子  

委     員  前田 武昭  

教  育  長  若月 秀夫  

欠席委員  

 

出席職員 

教 育 次 長  長田  正  

庶 務 課 長  市川 一夫 

学 務 課 長  古里 兌夫 

指 導 課 長  河野 美和 

小中一貫教育担当課長  藤森 克彦 

生涯学習課長  富田 祥子 

品川図書館長  工藤 俊一 

品川区スポーツ協会事務局次長  本城 善之 
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議事運営および 
委員長、教育長報
告事項等 

署名委員に徳岡委員、前田委員を指名 

 

件名 
 

日程第１ 第６号議案 
 
品川区教育委員会の教育目標および基本方針ついて 

担当課説明等 
 
（庶務課長） 資料に基づき説明 
 

委員質疑要旨 
 
・ 特になし 
 

事務局説明 
 
・ 特になし 
 

委員意見要旨 
 
・ 特になし 
 

議事結果 
 
 原案可決 
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件名 
 

日程第１ 第７号議案 
 
幼稚園教育職員の勤勉手当に関する規則の一部を改正する規則について 

担当課 

 
（庶務課長） 
・ 資料に基づき説明 
  

委員質疑要旨 

 
（委員Ｅ） 
・ 付則を改正する規則とのことだが、付則は追加していくものではないのか
 
（委員Ｃ） 
・ 本件規則改正で特例的に３月に勤勉手当を支給するにあたっての勤務実績
はいつからいつまでをいうのか。 

 

事務局説明 

 
（庶務課長） 
・ 付則の改正について、本件改正については給与条例で定めた勤勉手当の特
例的な支給についてであり、規則の本則に規定された事項に関わる特例の暫
定措置を講じる必要を生じさせるものであるため付則を改正するという形
式となる。 

・ 特例措置に関わる勤務実績の期間について、前回の勤勉手当の基準日が 12
月１日であり、その翌日以降から３月の基準日３月１日までが支給対象の期
間となる。 

 

委員意見要旨 
 
 特になし 
 

議事結果 
 
原案可決 
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件名 
 

日程第２ 報告事項１ 
 
第 25 期社会教育委員会議の報告について 
 

担当課 
 
（生涯学習課長） 資料に基づき説明 
  

委員質疑要旨 

 
（委員Ａ） 
・ 保護者の教育は大切だと思う、本報告を受けて今後事務局としてどのよう
に事業等について検討していくのか。また検討状況はどうか。 

 
（委員Ｂ） 
・ 視察の成果について聞きたい。 
 

事務局説明 

 
（生涯学習課長） 
・ 今後の事業の検討について、国の補助事業なども含め、０歳児から青年ま
でを対象とした事業を多く展開しているが、品川区として１本の筋道を立て
て実施している状況にない。家庭関係の事業については現在整理を行ってい
るところであり、事業の再構成を行い、案内・報告したいと考える。 

・ 家庭教育のあり方について、中央教育審議会などの答申でも行政が家庭教
育に積極的に関与する（出向いていく）べきであると言われている。今後は
場を設けて来ていただくという形態の他に、保護者などが集まる場へ出向い
て行って講座を行うなどの形態も考えられるかもしれない。 

・ 子どもの役割について、中学校での授業展開の中で子どもに役割を持たせ
るというものは既に行ってきているが、小学校ではそのような展開をしてい
ない。今後ＰＴＡへの事業委託にあたってはそういった子どもに役割を持た
せるということも含めて実施していきたい。 

・ 視察について、京都市については行政からの施策というよりも、地域の方
が行政に頼らずに活動をしているという様子をうかがうことができた。足立
区は総合型地域スポーツクラブの財団による展開について視察をした。文京
区については生涯学習部門が区長部局に移行しており、その施策・施設の管
理手法などを視察した。財団による管理など社会教育施設のあり方について
今後参考としていきたい。 

 

委員意見要旨 

 
（委員Ａ） 
・ 内容が多岐に渡っている。保護者の意識、親の教育などは今後重要だと思
う。 

 
（委員Ｂ） 
・ 様々な機会や場を設けていると思うが、時間がない方が多い。予算や施設
の問題だけではない、機会や場を設けるだけではなく、日常の中に生涯学習
やスポーツを取り入れることができるような啓発をするなどの工夫も今後
必要だと思う。 

 
（委員Ｄ） 
・ 家庭の教育力や親学などの議論は多いが、抽象的に議論されていることが
多い。抽象的な議論だけでは施策に結び付けにくい。同じ親でも例えばフル
タイムで働く方、パートで働く方、専業主婦（主夫）の方それぞれ異なる状
況にあるはずだ。アンケートを行うなどして、実態を分析・把握してカテゴ
リ別に必要な力は何か、どのような働きかけをすべきかを検討し、施策を考
えていくことが必要だ。 

・ 遊びの要素を取り入れた行事も必要だが、子どもに迎合するべきものでは
ない。遊びの要素だけでなく、地域の仕事や役割を分担させるということも
必要だと思う。地域に子どもなりの役割がなければ地域への帰属意識や愛着
が生まれない。 
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  例えば学校のボランティア教育を修正した形として、モデル地区を設定し、
防火や清掃、見回りなど地域を成り立たせるための仕事を子どもに役割をも
たせて行うようなことをしても良いと思う。 

 
（委員Ｅ） 
・ 地域に根付いた子どもを育てることが多少予算がかかっても必要だ。遊び
の要素のある行事などは親も子も参加できるので、地域に根付くと良い。 

・ 成人教育は来る方は来る、来ない方は来ない、というのが現状だと思う。
工夫していって欲しい。 

 
（委員Ｃ） 
・ 親向けの講座などは参加すると子育てのいい励み・ヒントになる。参加者
の数も多いという印象を受けた。しかし、日中仕事をしている方の参加が難
しい課題だ。 

・ 学齢期に限らず、乳幼児期の親の責任や意識も大切だ。保育園や幼稚園の
親にも学んで欲しい。そのために保育課などとの連携もしていって欲しい。

 

議事結果 
 
了承 
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件名 
 

日程第２ 報告事項２ 
 
平成１９年度品川区立小・中学校卒業式について 

担当課 
 
（庶務課長） 資料に基づき説明 
  

委員質疑要旨 
 
 特になし 
 

事務局説明 
 
 特になし 
 

委員意見要旨 
 
 特になし 
 

議事結果 
 
了承 
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その他 

 
・教育長の教育再生懇談会委員就任について（庶務課長） 
・近隣セキュリティの事業者変更について（庶務課長） 
・上神明小学校長の死亡退職について（指導課長） 
・品川歴史館企画展の概要について（生涯学習課長） 
 

 
 

件名 

 
視察 品川歴史館 
 
「～写真と資料でふり返るなつかしい品川～ 品川おもかげ探し」 
 

 


